
 

第７回 海軍道路の桜並木に関する懇談会 

 

日時：令和４年６月８日（水）16：00～18：00 

場所：中屋敷地区センター 

 

議   題 

  〇開会 

  〇議事 

１ 前回までの懇談会での主な意見とまとめ 

 

２「桜並木再生等の基本的な考え方（懇談会の意見とりまとめ）」と 

「旧上瀬谷通信施設地区 新たな桜の名所づくりに向けた今後の進め方」

について 

   

３ Ｃ区間の考え方（案）について 

 

４ 事例紹介 

   ・神奈川県立瀬谷西高等学校の取組みについて 

   ・他地区事例について（記憶の保全事業） 

 

５ 意見交換 

  〇閉会 

 

■配布資料（案） 

資料１   ：前回までの懇談会での主な意見とまとめ 

資料２-１：「桜並木再生等の基本的な考え方（懇談会の意見とりまとめ）」 

資料２-２：「旧上瀬谷通信施設地区 新たな桜の名所づくりに向けた今後の進

め方」について 

資料３  ：Ｃ区間の考え方（案）について 

資料４   ：事例紹介 

参考    ：（仮称）旧上瀬谷通信施設公園基本計画（案）、 

神奈川県立瀬谷西高等学校の取組事例 

 

■第８回 海軍道路の桜並木に関する懇談会について（予定） 

 日時：令和４年７月  日の開催を予定 

後日、改めて出席依頼文を送付させていただきます。 

 なお、新型コロナウイルスの感染状況等により変更となる場合があります。 



前回までの懇談会での主な意見とまとめ 資料１

〇第４回～第５回懇談会
１ 令和３年度 懇談会での主な意見

〇まとめ
海軍道路の特性を踏まえて、
今後A,B区間とC区間を分けて検討を進める。

〇第１回～第３回懇談会

① 海軍道路の将来の考え方（何を重視するか）

• 今までの桜の継承（由来や思い）

• 樹木の成長・大きさを考える（樹木としての視点）

• 安全で明るい通学路、歩行空間（生活道路）

② 区間ごとに特性が違い、重視するポイントが異なる

• それぞれの区間の特性、A,B区間とC区間（住宅や商店等）の違い

➂ 桜は街路樹として適切なのか

• 樹種の成長特性等を理解の上、目標とする樹形、樹高を想定し、植栽する道路空間や
維持管理水準に見合った樹種、植栽間隔とする。

• 植栽間隔は10ｍを基本とし、樹種は同一路線同一樹種とする。

➃ 農地への影響

• 枝、根の農地への越境は、（ソメイヨシノの）成長スピードが著しく早く大径木であること、
成長の度合いに適していない植栽基盤が要因と考えられる。

• カラスの巣については、人けのない場所、大径木、高木であることが要因と考えられる。

〇まとめ
A、B区間は“桜並木再生”

第５回懇談会時の提示資料 一部抜粋

• ヨウコウは色が少し濃く、きつい印象。コシノヒガンで良いと思う。
• ヨウコウよりコシノヒガンの方が、枝が広がりソメイヨシノにも色が似ていることから、コシノヒガンの

方が見栄えが良いと思う。
• 年に一度、海軍道路の桜を見に来る人の感覚から考えても、ソメイヨシノに近いコシノヒガンの方

がみんなに愛されると思う。
• ヨウコウよりコシノヒガンの方が今の景観に近い。
• 瀬谷西高校隣のヨウコウを毎日見ていると、あの色合いでの並木は飽きるように思えてきた。少

し地味であってもコシノヒガンの方が良い。
• 日本人には淡い色を愛でるという心があると思う。そういう意味でも、今まで愛でてきた海軍道

路の桜に近いイメージを継承していきたい。

• 海軍道路のヨウコウを見てきたが、色が引き立つ感じがした。
• ヨウコウも花がかわいらしく、ヨウコウの良さもあると思った。瀬谷西高校の隣以外にも植えても良

いと思う。

• 植栽基盤の検討状況や、桜に対して街路灯がどのように影響するか等も教えてほしい。

• 花博のために植える場所を早く決めるなど準備をしないといけない。

A、B区間は、コシノヒガンでいい

既存のヨウコウについて

国際園芸博覧会との関係（桜の苗木等の準備等）

植栽基盤、街路灯について

２ 第６回懇談会（令和４年３月25日）の内容と主な意見
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－懇談会の意見とりまとめ－ 
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１ 目的と対象範囲 
海軍道路では、昭和 51 年頃から桜（ソメイヨシノ）の植樹が始まり、桜並木が形成されています。 

海軍道路の桜並木は、瀬谷区区民意識調査（平成 30 年１月）で「瀬谷区を象徴するもの」として

２位になるなど、瀬谷区を代表する桜のスポットとなっています。 

一方、平成７年度時点で約 600 本ソメイヨシノが生育していましたが、台風等の自然災害による倒

木や樹木医の診断等により、不健全と診断された樹木を、直近 10 年で毎年 20 本程度撤去しており、

令和４年４月時点では 265 本（令和３年４月時点 282 本）となるなど、老木化も進んでいる状況で

す。 

そこで、海軍道路の桜並木について、現状や課題を把握し、再整備の方向性や将来への継承などに

ついて意見交換を行うため、連合町内会長や公募区民等で構成された「海軍道路の桜並木に関する懇

談会（以下、懇談会）」を令和３年度に設置しました。 

このたび、懇談会で行った意見交換を踏まえて、「桜並木再生等の基本的な考え方（懇談会の意見と

りまとめ）」をまとめました。 

なお、対象区域は、瀬谷中学校前交差点から八王子街道までの環状４号線（海軍道路）とします。 

 

図 対象範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬谷中学校前交差点 

八王子街道 
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参考 海軍道路の桜並木に関する懇談会について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇談会の開催経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各回、中屋敷地区センター（小・中会議室）で開催

日 時 議 題

第1回 令和３年７月30 日（金）
16：00～18：00 １ 懇談会の目的、メンバー紹介

２ 海軍道路の桜並木の現状・課題
３ 海軍道路の桜並木に関する方向性（案）
４ 桜の植え替え事例と過去の検討経緯
５ 意見交換
６ 今後のスケジュールと進め方

第2回 令和３年10月26日（火）
10：00～12：00 １ 第１回懇談会での主な意見

２ 現地説明会
３ 現地説明会を終えての感想、意見交換

第3回 令和３年11 月12 日
（金）16：00～18：00 １ 第１回、第２回懇談会での主な意見の整理

２ 今後のスケジュールと進め方（案）

第4回 令和３年12 月20 日
（月）16：00～18：00 １ 前回までの懇談会での主な意見

２ A,B 区間の樹種（案）について
３ C 区間の考え方（案）について
４ 意見交換

第5回 令和４年１月27 日（木）
16：00～18：00 １ 前回までの懇談会での主な意見

２ A,B 区間の整備イメージ（案）について
３ 今後のスケジュールについて
４ 意見交換

第6回 令和４年３月25 日（金）
16：00～18：00 １ 前回までの懇談会での主な意見とまとめ

２ A,B区間の整備イメージ（修正案）について
３ 今後のスケジュール（案）について

 懇談会の様子 

樹木医による現地説明会 意見交換の様子 

懇談会のメンバー 
• 瀬谷区上瀬谷通信施設返還対策協議会 会長・副会長 ２名

• 環状４号線沿道の連合町内会長等

瀬谷北部町内連合会 ２名

本郷地区連合自治会 ２名

瀬谷第一地区連合町内会 ２名

• 旧上瀬谷通信施設まちづくり協議会 会長・副会長 ２名

• 上瀬谷農業専用地区協議会 会長 １名

• 瀬谷区内を対象とした公募により選ばれた区民の方 ５名

合計 16名
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２ 桜並木の概要・沿革 
環状４号線のうち「海軍道路」は、市の道路愛称事業による「愛称道路」名として、環状

４号線のうち瀬谷中学校前から八王子街道までの区間について名づけられたもので、直線道

路が約３ｋｍにも及びます。 

海軍道路の桜並木は、日米合同委員会で、海軍道路の一部共同使用合意がなされ、昭和 51

年頃、平和を祈念して桜（ソメイヨシノ）が海軍道路の南側区間の瀬谷中学校～中瀬谷消防

出張所の間に植栽されました。昭和 57 年頃、海軍道路の北側区間、中瀬谷消防出張所から八

王子街道の間に桜（ソメイヨシノ）が植栽されました。 

平成 29 年度瀬谷区区民意識調査での瀬谷区を象

徴するものに関する設問では、「緑の多い環境、空

気がいい」が最も多く、２位が「桜並木」となって

います。 

 

調査対象 瀬谷区内に居住する 18 歳以上の男

女 3.000 人 

調査方法 郵送によるアンケート形式 

調査期間 平成 29 年９月 11 日から 9 月 29

日 

回答方式 無記名、選択式 

回収数 1,278 件（回収率 42.8％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【海軍道路の桜並⽊基礎データ】 
・海軍道路の全⻑：約 2,850m（北側：目黒交番前〜中瀬⾕消防出張所付近、 

南側：出張所付近〜瀬⾕中学校前） 
・樹種および本数：ソメイヨシノ約 280 本、ヨウコウ約 40 本 
・管理状況：瀬谷⼟⽊事務所が樹⽊医による街路樹診断を毎年実施 
・由来：「道路沿い両側に平和の願いを込めて桜が植樹された」と記載 

(「横濱 Vol.58 2017 年秋号」P34-35) 

 

海軍道路の桜並木 平成 23 年９月の台風で倒木した様子 

件数

1 緑の多い環境、空気がいい 185

2 桜並木 147

3 米軍用地の今後、有効活用 55

4 せやまる 53

5 特産(ウド、アスパラガス、なしなど) 41

6 水辺 32

7 八福神めぐり 28

8 農地と併存 27

9 長屋門公園 22

10 瀬谷市民の森 21

小分類上位10位
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３ 桜並木の現状・問題点 

（１）桜並木の生育状況・経年変化 

この桜並木は、旧環状４号線の区間（Ａ区間）、旧環状４号線の南側から中瀬谷消防出張

所までの区間（Ｂ区間）、中瀬谷消防出張所から瀬谷中前交差点までの区間（Ｃ区間）に区

分されます。（次ページ参照） 

平成７年度時点で約 600 本のソメイヨシノが生育していたといわれていますが、台風等

の自然災害による倒木や、樹木医の診断等により、不健全と診断された樹木を、直近 10 

年で毎年 20 本程度撤去したため、令和４年４月時点では 265 本（令和３年４月時点 282 

本）となっています。 

 

図 桜並木（ソメイヨシノ）の生育本数の推移 
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■現地調査図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A区間  旧環状４号線 

位置図 

旧海軍道路には両側歩道にソメイヨシノが植栽されている バイパス整備に伴い、一部区間ではヨウコウが植栽されている 

B区間  旧環状４号線の南側から中瀬谷消防出張所 

両側歩道にソメイヨシノが植栽されている。花見の時期は散歩する人が多く訪れ、車も混雑 農地側からの景観  統一された桜並木の景観が一望できる 

C区間  中瀬谷消防出張所から瀬谷中前交差点 

東側歩道は住宅地に面して大きなソメイヨシノ、西側歩道はヨウコウが植栽 旧上瀬谷通信施設側は農地が広がっている。東側歩道はソメイヨシノ、西側歩道はヨウコウが植栽 

その他区間 

環状４号線の目黒交差点以北にもソメイヨシノが植栽 環状４号線の霧が丘付近は、ソメイヨシノからヨウコウに植え替え 

A区間

B区間

C区間

中瀬谷消防
出張所

瀬谷中学校前
交差点

環
状

４
号

線
（

海
軍

道
路

）

八王子街道

旧上瀬谷通信施設地区 

土地区画整理事業区域 
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（２）健全度 
健全度として、外観診断総合判定を見ると、ソメイヨシノでは B1（注意すべき被害がみ

られる）が最も多く 126 個体、次いで B2（著しい被害が見られる）が 63 個体、A（健全

か健全に近い）が 42 個体となっています。 

ソメイヨシノの約 3 割が B2 以下の判定あり、健全度の低い状態です。 

表 サクラの品種別形状別外観診断総合判定別本数（令和３年度樹木医診断結果より） 

 

  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木槌による打診状況 根元にベッコウタケが確認された場合 

幹の腐朽 

A B1 B2 C A～B2 C 本数 伐採
57本 140本 47本 8本 10本

伐採 伐採
42本 126本 63本 13本※1 4本※2

伐採 伐採

凡例　A：健全か健全に近い　B1：注意すべき被害が見られる　B2：著しい被害が見られる　C：不健全

ソメイ
ヨシノ

R2年度 282本 18本
244本

R3年度 265本 17本
231本

合計
総合判定 総合判定

※１　C判定９本、道路管理者による維持管理上の伐採４本

※２　C判定２本、道路管理者による維持管理上の伐採２本

38本

34本

年度
区画整理区域内 区画整理区域外
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４ 関連事業の概要 
現在、本方針の対象区域内では、「旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業」、「2027 横浜国

際園芸博覧会」、「（仮称）都市高速鉄鉄道上瀬谷ライン整備事業」、「（仮称）旧上瀬谷通信施設

公園」が進められています。そのうち、「旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業」と「2027

横浜国際園芸博覧会」の概要を整理します。 

 

土地区画整理事業は、令和２（2020）年３月に旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画を策定し

ています。その中で次のまちづくりのテーマ、方針を位置づけています。 

 

      〇まちづくりのテーマ、方針      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            〇土地利用ゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

郊外部の新たな活性化拠点の形成 

～みらいまで広げるヒト・モノ・コトの行き交うまち～ 

① 集客機能の導入による、
交流人口の増加 

② 交通利便性をいかした、
企業などの立地による 
経済活性化 

③ 周辺施設と連携した、 
農業の展開による 
地域活性化 

④ レクリエーションの場の
創出 

① 賑わいと食・農業の連携
による新たな都市農業の
展開 

② 都市農業を支える 
生産基盤の整備 

③ 緑の空間の保全と創出 
④ グリーンインフラの活用 
⑤ 国際園芸博覧会の 

レガシーを継承する拠点
の形成 

 

① 地域や広域レベルでの 
災害対応力の強化 

② グリーンインフラも活用 
した防災・減災対策の推進 

③ 道路アクセスの強化と計画
地内の道路ネットワークの
形成 

④ 新たな交通の導入 
⑤ 将来想定される課題への 

対応 
(医療、福祉、公園型墓園等を検討） 
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整備計画図 

旧上瀬谷通信施設地区 

土地区画整理事業区域 

 

環状４号線のうち、B 区間（旧上瀬谷通信施設地区）は、物流

ゾーンや観光・賑わいゾーン等を配置することから、来街者への

アクセスに対応し交通の円滑性を確保するため、土地区画整理事

業により拡幅整備する予定です。 

 

A 区間 

A 区間は、総幅員 18.0ｍを変更しない計画です。 

 

計画 

 

 

 

 

B 区間 

B 区間は、総幅員 31.0ｍとし、現況の道路中心線から両側へ

のセンター拡幅する計画としています。そのため、現況の桜並

木を残すことはできません。なお、歩道幅員は 5.5ｍで計画して

います。 

現況 

 

 

 

計画 

 

 

 

 

 

C 区間 

C 区間は、総幅員 18.0ｍとなっています。植樹桝は、道路東

側に 1.2ｍから 1.5ｍで設置されています。 

 

 

 

 

 

 

※上記の計画は、今後の協議により変更になる可能性があります。 

  

計画 

A区間

B区間

C区間

中瀬谷消防
出張所

瀬谷中学校前
交差点

環
状

４
号

線
（

海
軍

道
路

）

八王子街道
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＜参考＞ 

現在、横浜市では、2027 年の国際園芸博覧会の開催に向けた取組が進められています、 
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５ 桜並木再生等の基本的な考え方（懇談会の意見とりまとめ） 

（１）A、B区間 
「海軍道路の桜並木の基盤環境・歴史・社会状況」、「海軍道路の桜並木の現況」と「土地区

画整理事業の概要と桜並木への影響」等を踏まえて、桜並木再生の考え方を次のとおりとしま

す。 

 

  〇基本的な考え方 

 

 

 

 

  〇樹種選定の考え方 

項目 考え方 

樹形・樹高 現状のソメイヨシノよりも大きくならず（成長スピードが遅い）枝が広がり

にくい樹種 

花の色 現状のソメイヨシノの色に近い樹種 

開花時期 開花時期がソメイヨシノとおおよそ同時期の３月下旬から４月上旬の樹種 

 

〇整備方針 

項目 考え方 

植栽間隔 横浜市街路樹設置基準に基づき、10ｍを基本に植栽 

植栽基盤 再生にあたっては、樹勢を考慮して植栽基盤を整備する 

植栽位置 環状４号線西側の農地への影響を考慮して、車道側に桜を植栽する 

 
 

 

 

 

 

A、B 区間は、桜並木を再生する。 
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前述の考え方を踏まえて、A、B 区間の樹種について、比較検討を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種名（品種名） ヨウコウ コシノヒガン ジンダイアケボノ
※参考

ソメイヨシノ

事例写真

植え替え前

植え替え後

横浜市 港南区 港南桜道

植え替え前

植え替え後

横浜市 泉区 いずみ野駅前通り

植え替え前

植え替え後

横浜市 金沢区 西柴の桜並木

タイプ
カンヒザクラ群栽培品種

アマギヨシノ×カンヒザクラ
エドヒガンとキンキマメザクラの交雑種 自生種

エドヒガン × キンキマメザクラ
エドヒガン群栽培品種

エドヒガン群栽培品種
エドヒガン×オオシマザクラ

開花時期、花の色
4月上旬 淡紅紫色／一重咲

ソメイヨシノより、濃いピンク
３月下旬 淡紅色／一重咲
ソメイヨシノに近い淡いピンク

4月上旬 淡紅紫色／一重咲
ソメイヨシノより、少し濃いピンク

３月下旬 微淡紅色～白色／一重咲
淡いピンク

樹高、樹形

落葉高木
広卵型

ソメイヨシノほど大きくならず、枝が広がりにくい

落葉高木
傘型

ソメイヨシノほど大きくならず、枝が広がりにくい

落葉高木
傘型

ソメイヨシノよりやや小ぶりで、枝が広がりやすい

落葉高木
傘型

枝が広がりやすい

病害虫
ソメイヨシノに比べて、病害虫に強い
（抵抗力がある）

ソメイヨシノに比べて、病害虫に強い
（抵抗力がある）

ソメイヨシノに比べて、病害虫に強い
（抵抗力がある）

てんぐ巣病にかかりやすい

成長スピード
ソメイヨシノより成長が遅い
約10年で６～７m※

ソメイヨシノより成長が遅い

約10年で６～７m※
ソメイヨシノと同程度
約10年で７～８m※

成長が早い
約10年で７～８m※

結論

△

花の色が適していない
（今までの懇談会での意見）

〇
病害虫に強い

現在の桜並木の趣（開花時期、色）
ソメイヨシノより成長スピードが遅い

△
成長スピードがソメイヨシノに近い －

※今回提示させていただいた３種と
比較検討するための参考であり、
ソメイヨシノは今後、検討する樹種では
ありません。

※成長 、気象条件や植栽基盤 状況 り大 く変化す 、あくま 参考値 す。

今までの海軍道路の桜並木における
景観（淡いピンク色）の継承

A,B区間の樹種における市の考え方
・A、B区間は、桜並木を再生する。

・再生にあたっては、既存のソメイヨシノをコシノヒガンに植え替えることを基本として、引き続き、検討を進めていきます。

〇A、B 区間のまとめ 
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（２）C区間 

C 区間は、引き続き、懇談会で意見交換を行いながら検討を進めます。 

 

 



年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度～

桜並木
の再生

土地区
画整理
事業区
域内

土地区
画整理
事業区
域外

公園

近隣住民への
説明

区連会や町内会等で説明

旧上瀬谷通信施設地区 新たな桜の名所づくりに向けた今後の進め方 資料２ー２

基本計画に基づいた取組

〇海軍道路の桜並木の再生

〇公園に新たな桜の名所を整備

〇記憶保全に向けた取組

など
国
際
園
芸
博
覧
会

令
和
９
年
３
月
か
ら
９
月

基

本

計

画

の

取

り

ま

と

め

第７回懇談会
（６月８日）

１ 前回までの
懇談会での主な
意見とまとめ

２「桜並木再生
等の基本的な考
え方（懇談会の
意見とりまと
め）」と「旧上
瀬谷通信施設地
区 新たな桜の
名所づくりに向
けた今後の進め
方」

３ C区間の考
え方（案）

４ 事例紹介

市
民
意
見
募
集

基

本

的

な

考

え

方

の

案

基

本

計

画

案

第７回懇談会
（６月８日）

（仮称）旧上瀬
谷通信施設公園
基本計画（案）

第８回懇談会
（７月予定）

１ 前回まで
の懇談会での
主な意見とま
とめ

２ C区間に
ついて意見交
換

など



第４回懇談会（令和3年12月20日）資料の再掲

• 落ち葉が気になっ
たことはなく、夏
は日差しを遮って
くれるし、秋は冬
の日差しを届けて
くれる。四季の生
活から見ると悪く
はない。

C区間に関する、
意見と課題 • 常緑樹でも春には落葉する。年に一度は必ず

落ちる。

植栽間隔が狭く、枝が伸
ばせない、視界が悪い

害虫の発生、
被害

• C区間（中瀬谷消防出張所
から瀬谷中前交差点）の桜
は、苗木の時は植栽間隔に
ついて気にならなかったが、
成長するにつれて疑問に感
じていた。車の出入りの際、
視界が悪いと意見が出てい
る。

• 瀬谷西高校の隣に植えてあ
るヨウコウは間隔の狭さを
改善する趣旨が込められて
いない。

• 毛虫が海軍道
路に落ちる。
消毒はきちん
としてほしい。

• 海軍道路のソ
メイヨシノの
台風や害虫等
による倒木を
危惧している。

歩道への根上がり

• 歩道への根上りにより、歩
道に割れ目が生じている。

成長のスピード

• 手入れの頻度に
よっても課題が
変わってくると
思う。

• 手入れの頻度、
剪定にどれ程の
経費を要するの
か。

• C区間は住宅や商
店があり、落ち
葉掃除が大変な
ので桜ではない
ものにしてほし
いという意見を
聞いている。常
緑樹が良い

落葉樹について

植替えでの
留意事項

桜以外の樹種でも課題となる

可能性があります
狭い植栽間隔 狭小な植栽基盤

樹種特性での課題

（ソメイヨシノ）

樹種特性での課題

（ソメイヨシノ）

基準に則った

適正な植栽間隔

（10ｍピッチ）

清掃の負担

樹種選定における留意事項

・沿道住民の方々の負担を

できる限り軽減

・枝が広がりにくい

基準に則った植栽基盤

（大きさや客土）

１ C区間の課題の整理と植替えでの留意事項

ソメイヨシノの特性からの
課題

1

今後はソメイヨシノ以外の
樹種で検討

C区間の考え方（案）について 資料３



第４回懇談会（令和3年12月20日）資料の再掲

（３）街路樹の機能（景観向上）

• 道路緑化技術基準では、下記の
ような機能が街路樹に求められて
います。環状４号線の桜並木は、
⼗⽇市場から続いておりその
景観を維持・向上していく
という視点も重要と考えます。

C区間の考え方（案）
海軍道路の桜を植え替えることで、新たな桜並木を創出する

（２）桜並木の概要・沿革

• 海軍道路の桜並木は、平和を
祈念して昭和50年から57年
頃に植樹されました。

• 平成29年度瀬谷区区民意識調
査の瀬⾕区を象徴するものに
関する設問で「桜並⽊」が２
位となっています。

• 瀬谷土木事務所ではC区間の西
側歩道にヨウコウを随時植樹し
ていくことや、東側歩道にもヨウ
コウの植樹を検討していく方針を
地域に広報、現地説明会を開催
しました。このことを踏まえて、現
在まで、ソメイヨシノからヨ
ウコウへの樹種転換を随時、
進めています。

（４）これまでの懇談会での
意見

目黒交差点以北にもソメイヨシノ
が植栽。（ヨウコウに植替え中）

• テーマパークや公園な
ど多くの人を迎え入れ
るという観点からいく
と、駅から環状４号線
が名所になることがと
ても重要。

• 桜を切ってしまうと
風流が無くなってし
まう。スペースがあ
るなら桜を植えてほ
しい。C区間も同じ路
線なので、できれば
桜が良い。

• 環状４号線の桜は霧
が丘から続いている。
多少桜を残した方が
良いと思う。

• 自分はビジターなの
で、桜が良い

• ビジターの人間的に
は桜が良い

２ C区間の考え方（案）

（１）落葉樹と、常緑樹

• 「わが国の街路樹 Ⅷ 平成 29 
年 3 ⽉ 31 ⽇現在」での、全国の
道路緑化の状況を⾒ると、街路樹
として多いのは「落葉樹」となっ
ています。

• 理由としては、夏は枝葉の⽊陰に
よって⽇差しを遮り、冬は落葉に
よって⽇差しを取り⼊れることが
挙げられます。（緑陰樹）

既存の桜への思い

花博に向けての名所化

街路樹として

サクラを植栽

2

出典：わが国の街路樹 Ⅷ
国総研資料 第 1050 号

C区間の考え方（案）について 資料３



〇西側歩道

３

C区間の考え方（案）について 資料３
（１）現状

西側 東側

（２）横浜市街路樹設置基準（平成18年9月1日改正）

• 「高木の植栽が可能な歩道幅員は3.5m以上とする」とされています。

（１）現況幅員
• 現況の歩道幅員は約2.5mです。

（３）今後の対応案

街路樹設置基準に基づき、新植はしない

既存のヨウコウ等は存置とし、これまでと同様に管理していく

〇東側歩道

・植栽間隔
街路樹（並木）は、標準10ｍ以上とする。

・交差点部
隅切りの起終点から10ｍ以上離す。など。

（２）横浜市街路樹設置基準（平成18年9月1日改正）

• 街路樹設置基準では次のように定められています。

（１）現況幅員
• 現況の歩道幅員は約6.0mです。

（３）今後の対応案

C区間は、引き続き、

懇談会で意見交換を行いながら、検討を進めます。

（３）高木、低木が植栽可能な歩道幅員
〇高木
• 歩道有効幅員（２ｍ）＋植栽帯有効幅員（１ｍ）＋縁石（0.15ｍ）＝3.15ｍ以上
〇低木
• 歩道有効幅員（２ｍ）＋植栽帯有効幅員（0.6ｍ）＋縁石（0.15ｍ）＝2.75ｍ以上

歩道幅員

道路幅員

車道幅員

歩道有効幅員
（２ｍ以上）

植樹帯民地

植樹帯
有効幅員

★植樹に必要な植樹
帯有効幅員と面積

高木：
幅員100㎝以上かつ
面積2.0㎡以上

低木：
幅員60㎝以上かつ
面積1.5㎡以上

縁石幅

（２）C区間の考え方（案）



4

C区間の考え方（案）について 資料３

【参考】周辺連合町内会等の会合でいただいた主なご意見

瀬谷第一地区連合町内会 本郷地区連合自治会 瀬谷北部町内連合会

日
時

令和４年５月22日（日）18:00～ 令和４年５月25日（水）19:00～ 令和４年５月28日（土）19:00～

場
所

瀬谷四丁目町内会館 本郷第一自治会館 上瀬谷町内会館

【Ａ・Ｂ区間について】
• 海軍道路を拡幅するにあたって、ソメイヨシノからコシノヒガンに植え替えると説明があったが、工事着手時期が決まったら教えてほしい。
• 桜の木の植え替えにあたって、植替え後の開花時期に花が咲くよう配慮いただきたい。あまり成長していない木を植えて花が咲かないと、
お花見は楽しめないだろうし、地域外の方も海軍道路の桜並木を楽しみにされている方々が多いので気になる。

• コシノヒガンに植え替えるというが、正直小ぶりだと悲しい。瀬谷には名所と言われる場所がなく、唯一海軍道路の桜並木は名所だと思っ
ている。先ほども言ったが、植え替えなければならない状況にあることは把握しているので、小ぶりだけども本数を多く植える等で寂しく
ならないよう工夫を施してほしい。

【Ｃ区間について】
• Ｃ区間のソメイヨシノは、お花見をすると言っても樹高が高いので、歩いての鑑賞には適さない。目線レベルで鑑賞ができるようになると
良い。

• Ｃ区間は枝が住宅側に伸びないよう配慮が必要。
• 落葉の時期は、地域の方々が班長を中心に有志で掃除していたけれど大変だと思う。
• 桜並木は心のよりどころであるため、ソメイヨシノの樹種にはこだわっていないので、桜に植え替えて欲しい。
• 植え替えは大きくならない桜なら賛成。

【倒木について】
• 海軍道路の桜にとても思い入れがある一方、台風の後の早朝に、車で通った時に倒木があったので伐採しなければならない状況でもあるこ
とは承知している。

• 地元の人たちは、桜は倒木の危険があるので、植え替えなければならないということは分かっている。

【伐採反対の意見について】
• 地元の人は、植え替えなければならないということは分かっている。どちらかといえば伐採反対等の声は、地域外からの声であるので、こ
のように再生していくという説明・説明方法含めて、地域外からの声に負けないよう頑張ってほしい。

【維持管理について】
• カラスが桜に巣を作ることについて、地域から苦情が出ている。
• 町内会では日常管理をするとともに、手に負えない部分は、土木事務所に対応をお願いをしている。今後の維持管理についても議論が必要。



他地区の事例（記憶の保全事業） 資料４

桜並⽊の再⽣・育⽣
⼦孫の育成

桜の伐採⽊の活⽤
イベントの開催

⽇常利⽤できる製品に加⼯ 教育の材料として活⽤ 舗装やベンチ等への活⽤

実施内容
の事例

• ⽊の枝を切り取り、台⽊を
準備して接ぎ⽊する。

枝（⼦孫）

台⽊

接ぎ⽊のイメージ

• ⽊材を加⼯して、地域住
⺠に配布したり地域イベ
ントの記念品として配布
する。

例 札幌市創成川通の整備

出典︓国⼟交通省
典︓国⼟交通省

札幌市創成川通の整備では
伐採したシダレヤナギを
コースターに加⼯して配布

• 各種、地元での教室、
⼩学校や保育園など
と連携して、伐採し
た材⽊を利⽤した⽊
⼯教室等を開催

• 丸太材をベンチとして活
⽤

• 切り株や丸太材を加⼯し
てベンチとして活⽤

千葉県柏の葉 NPOこんぶ
くろ池⾃然の森を中⼼に実
施

• サクラをチップにして燻
製材等として活⽤。

• フォトコンテスト
や、歴史を語る場
をつくるなど

フォトコンテスト
• 横浜市営地下鉄・市

営バス沿線の桜ス
ポットを楽しんでい
ただけるよう「横浜
市営交通 わたしの桜
⾒つけよう」をテー
マに開催

出典︓横浜市交通局
ホームページ

出典︓神奈川県
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瀬谷駅

JA横浜

地区センター

瀬谷西高校は
「ガーデンネック
レス横浜」「２０
２７年 国際園
芸博覧会」を応
援しています。

神奈川県立瀬谷西高等学校は、再編統合のため、2023年 3月 31日に
完校します。最終学年である43期生は、総合的な探究の時間
（SEYANISHI SDGs Project）に取り組み､学びの成果を瀬谷西のレ
ガシーとして地域に継承します。

瀬谷西高校３学年（43 期）の生徒が、瀬谷を花で盛り上げるため、
海軍道路をはじめとした瀬谷の各所に花を植栽します。地域の皆さま
にお花を楽しんでいただくとともに、「２０２７年　国際園芸博覧
会」の気運醸成の一助になれば幸いです。

瀬谷西高校3学年（43期）の生徒約300名が、ハマロードサポーター活動の一環として、三ツ境養護分教室や PTA、地域の企
業と一緒に、海軍道路や瀬谷駅北口プランター、瀬谷西高校、商店街、中屋敷地区センターなどに花を植栽します。なかでも
海軍道路は、平和の象徴として花が咲き誇るフラワーロードとして、地域の皆さまに愛される道路になることを目指します。

フラワーロードプロジェクト5/26
2022

横浜市政策局共創推進課の支援をうけ、抜いた花は
廃棄するのではなく「有機堆肥」にリサイクルしたり、
新たに植えた花は瀬谷の「ハチミツ」で街づくりをして
いくプロジェクトにおいてミツバチの蜜源としていく
など、花を通じた瀬谷の地域循環共生圏づくりにも
取り組みます。
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１ 現状 

（１）沿革 

海軍道路（瀬谷中学校前交差点から八王子街道までの区間、約３km）の桜（ソメイヨシ 
ノ）は、昭和 51 年頃から植樹が始まりました。 

 

（２）桜の健全度について 

平成７年度時点で約 600 本のソメイヨシノが生育していたといわれていますが、台風等の 

自然災害による倒木や、樹木医の診断等により、不健全と診断された樹木を、直近 10 年で毎 

年 20 本程度撤去したため、令和４年４月時点では 265 本（令和３年４月時点 282 本）となっ 

ています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 海軍道路の桜並木に関する懇談会について 

国際園芸博覧会や旧上瀬谷通信施設のまちづくりをきっかけに、海軍道路の桜並木のこれか

らについて検討を進めるため、地域の方々や公募区民による「海軍道路の桜並木に関する懇談

会」（以下「懇談会」）を令和３年度に設置しました。 

意見交換を行った結果、土地区画整理事業区域内（中瀬谷消防出張所～八王子街道）は桜並

木を再生していく方向で意見がまとまりました。 

土地区画整理事業区域外（瀬谷中学校前交差点～中瀬谷消防出張所）は、懇談会において引

き続き、意見交換を行いながら検討を行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 桜再生に向けた今後の進め方 

海軍道路の桜については、老木化が進んでいるため、国際園芸博覧会や旧上瀬谷通信施設の

まちづくりをきっかけに、新たな桜の名所づくりに取り組んでいきます。これまで検討を進め

てきた、懇談会での検討結果等を踏まえて、桜の再生に向け、近隣の方々に説明するとともに、

市民意見募集を行った上で計画として取りまとめていきます。 
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撤去された桜跡 平成 23 年９月の台風で倒木した様子 

意見交換の様子 樹木医による現地説明会 桜並木の再生事例（いずみ野駅付近） 

A 区間 

B 区間 

C 区間 

中瀬谷消防 
出張所 

瀬谷中学校前 
交差点 

環
状

４
号

線
（

海
軍

道
路

）
 

八王子街道 

区画整理 
区域 

新たな桜の名所づくりについて 

417 本 

265 本 

約 600 本 

ｃ

事業区域外については、引き続き、 

懇談会で意見交換を行いながら、 

検討を進めていきます。 

環状４号線の桜の再生 

新たな整備 
・桜の名所となる広大な公園 

凡例 

・景観を配慮した並木の整備 

環状４号線の桜の再生 
新たな整備 

旧上瀬谷通信施設地区 土地区画整理事業区域 
※現時点のイメージです。 

図２ ソメイヨシノの生育本数 

図３ ソメイヨシノの樹木医診断結果 

6月以降
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め

図１ 位置図 図４ 現時点における基本的考え方 

A B1 B2 C A〜B2 C 本数 伐採
57本 140本 47本 8本 10本

伐採 伐採
42本 126本 63本 13本※1 4本※2

伐採 伐採

38本

34本

年度
区画整理区域内 区画整理区域外

合計
総合判定 総合判定

※１ C判定９本、⼟⽊による維持管理上の伐採４本
※２ C判定２本、⼟⽊による維持管理上の伐採２本

凡例 A：健全か健全に近い B1：注意すべき被害が⾒られる B2：著しい被害が⾒られる C：不健全

ソメイ
ヨシノ

R2年度 282本 18本
244本

R3年度 265本 17本
231本
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